
パーム油とＣＳＲ 

第２部 公開シンポジウム 

生命輝くボルネオの森～保全にかかわる人と企業 
 

日 時： 2007年 10月 10日 18:30～21:00 

場 所： 東京国際フォーラム  

主 催： 財団法人 地球・人間環境フォーラム、特定非営利活動法人 ゼリ・ジャパン 

後 援： 農林水産省、経済産業省、環境省 

協 力： 特定非営利活動法人アジアボランティアセンター(AVC)、跡見学園女子大学、株式

会社イースクエア、株式会社クレアン、NPO法人フューチャー500、サステナビリ

ティ・コミュニケーション・ネットワーク(NSC)、日本環境ジャーナリストの会、

サステナビリティ日本フォーラム、社団法人日本消費生活アドバイザー・コンサ

ルタント協会(NACS)、NPO法人バイオマス産業社会ネットワーク(BIN)、WWFジ

ャパン（順不同） 

協 賛： サラヤ株式会社 

 

プログラム 

18:30～18:35 第 2部開会 主催者挨拶 

更家 悠介／ゼリ・ジャパン理事長 

18:35～18:55 ボルネオの森をどう守るか～生活者の視点から 

加藤 登紀子／歌手、UNEP（国連環境計画）親善大使 

18:55～19:25 ボルネオ島サバ州でのオランウータン保護活動 

イザベル・ラックマン-アンクレナズ（Dr. Isabelle Lackman-Ancrenaz）／ 

霊長類学者、NPO「Hutan（ウータン）」代表 

19:25～19:40 サラヤとボルネオの生態系保全 

更家 悠介／サラヤ株式会社代表取締役社長 

19:40～20:05 インドネシアからのメッセージ：アブラヤシ農園開発の現場から 

ノーマン・ジワン（Norman Jiwan）／サウィット・ウォッチ 

20:05～21:00 パネルディスカッション 

「ボルネオの森を守るために、私たちに何ができるか」 

パネリスト： イザベル・ラックマン-アンクレナズ、更家 悠介、 

ノーマン・ジワン、荒川 共生（アジアボランティアセンター） 

コーディネーター： 足立 直樹（レスポンスアビリティ） 

 

司会・進行：山名 奈保子／ゼリ・ジャパン 

（敬称略） 



 
第 2 部 講師・パネリスト略歴 

(敬称略) 
 
加藤 登紀子（かとう・ときこ） 
歌手。UNEP（国連環境計画）親善大使。年間数十回におよぶ国内コンサートのみならず、世界各
地でもコンサートを行っている。歌手としての活動のほか、地球環境問題にも積極的に取り組み、

1997 年、WWF ジャパン評議員に就任したのに続き、2000 年 10 月に UNEP 親善大使に任命され
た。アジアやオセアニア各地を精力的に訪れ、自らの目で見た自然環境の現状を広く伝えるほか、

音楽を通じた交流を重ねている。 
 
イザベル・ラックマン－アンクレナズ（Dr. Isabelle Lackman-Ancrenaz） 
霊長類学者。フランスの草の根 NPO「Hutan（ウータン）」代表。マレーシア・サバ州において、
オランウータン保全のための革新的な解決方法を開発、実施しようと活動している団体。1998年
に夫マークとともにサバ・野生生物局および先住民族と共同で、オランウータン保全プロジェク

トを開始。以来 10年以上、科学的調査、生息地の保護・管理、地域住民への働きかけなど統合的
な手法を用い、プロジェクトは発展してきている。 
 
更家 悠介（さらや・ゆうすけ） 
大阪大学工学部卒業後、カリフォルニア大学バークレー校工学部衛生工学科修士課程修了。1976
年 1月 サラヤ株式会社入社、取締役工場長就任。1998年 2月 代表取締役社長就任、現在に至る。
さまざまな経済関係団体および環境関係団体の理事などを担う。2006年 10月 BCT理事（ゼリ・
ジャパン理事長として）に就任。 
 
ノーマン・ジワン（Norman Jiwan） 
インドネシア西カリマンタン出身。Friends of the Earth Indonesiaの西カリマンタン支部において 2
年間活動したのち、2004年よりサウィット・ウォッチの調査・開発部門に所属し、パーム油に関
する調査・発表を行っている。世界各国の環境や社会問題を扱う会議やイベントに講演者として

招かれている。またサウィット・ウォッチを代表して、RSPO に出席している。その他共著や記
事の発表も多数。 
 
荒川 共生（あらかわ・ともお） 
特定非営利活動法人アジアボランティアセンター（AVC）勤務。小学生の 3 年間をマレーシア、
サラワク州で過ごす。1993年に京都にある関西セミナーハウスに勤務、開発教育研究会事務局な
どを担う。1998 年より AVC にて開発教育やボランティア・コーディネイトを担当。スタディー
ツアーや企業・労働組合・学校などの国際貢献活動のコーディネート、サラワク州の先住民族コ

ミュニティの生活向上を目指した国際協力活動などを行っている。 
 
足立 直樹（あだち・なおき） 
サステナビリティ・プランナー／株式会社レスポンスアビリティ代表取締役。理学博士。1995年
から 2002 年まで国立環境研究所で熱帯林の研究に従事。1999 年から 3 年間のマレーシア森林研
究所勤務の後、コンサルタントとして独立。多くの先進企業の環境経営と CSRのコンサルティン
グを行っている。コンサルティングを通じて地域社会と地球環境の持続可能性を高める企業経営

の推進を支援している。 
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W
ild

lif
e 

Sa
nc

tu
ar

y:
 1

12
5 

in
d.

D
an

um
 V

al
le

y:
50

0 
in

d.

Ta
bi

n 
W

R
: 1

40
0 

in
d.

K
in

ab
al

u 
N

P:
 5

0 
in

d.

N
on

 p
ro

te
ct

ed
 fo

re
st

s:
 6

,8
00

 in
d.

11

保
全

の
た
め
の

課
題

Co
ns

er
va

tio
n 

ch
al

le
ng

es

生
息
地
の
消
失
、
悪
化
、
分
断

H
ab

ita
t 

lo
ss

, d
eg

ra
da

tio
n,

 a
nd

 
fr

ag
m

en
ta

tio
n

食
用
の
た
め
の
捕
獲

Bu
sh

m
ea

t

人
間
と
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
対
立

H
um

an
/o

ra
ng

-u
ta

n
co

nf
lic

ts

不
適
切
な
保
護
区
シ
ス
テ
ム

U
ns

ui
ta

bl
e 

pr
ot

ec
te

d 
ar

ea
 s

ys
te

m

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
：

持
続

可
能

な
管

理
下

に
あ
る
木

材
生

産
森

林
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の

保
全

Ca
se

 s
tu

dy
: 

O
ra

ng
-u

ta
ns

co
ns

er
va

tio
n 

in
 s

us
ta

in
ab

ly
m

an
ag

ed
 t

im
be

r 
pr

od
uc

tio
n 

fo
re

st
s

ド
ゥ
ラ
マ
コ
ッ
ト
森
林
保
護
区

(D
FR

)
持
続
可
能
な
森
林
管
理
モ
デ
ル

3
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持
続

可
能

な
森

林
管

理
と
は

？
W

ha
t 

is
 s

us
ta

in
ab

le
 f

or
es

tr
y?

目
的
：
生

産
林

を
自

然
林

の
よ
う
に
管

理
す
る
。

G
oa

l: 
to

 m
an

ag
e 

pr
od

uc
tio

n 
fo

re
st

s 
in

 a
 w

ay
 t

ha
t 

m
im

ic
s 

na
tu

ra
l 

pr
oc

es
se

s 
fo

r 
pr

od
uc

tio
n 

of
 lo

w
 v

ol
um

e,
 h

ig
h 

qu
al

ity
, h

ig
h 

pr
ic

ed
 

tim
be

r 
pr

od
uc

ts
.  

Su
st

ai
na

bi
lit

y 
is

 d
ef

in
ed

 in
 t

er
m

s 
of

 b
al

an
ce

 
nu

tr
ie

nt
 c

yc
le

s,
 f

or
es

t 
st

ru
ct

ur
e,

 b
io

di
ve

rs
ity

, f
or

es
t 

fu
nc

tio
n

an
d 

so
ci

o-
ec

on
om

ic
 n

ee
ds

 

方
法
：
19

89
年

よ
り
フ
タ
バ

ガ
キ
科

の
55

,0
00

ha
の
森
林
で
持
続
可
能

な
管

理
M

et
ho

ds
: 

de
ve

lo
pm

en
t 

si
nc

e 
19

89
 o

f 
a 

su
st

ai
na

bl
e 

m
an

ag
em

en
t 

sy
st

em
 f

or
 5

5,
00

0 
ha

 o
f 

m
ix

ed
 d

ip
te

ro
ca

rp
fo

re
st

 in
cl

ud
in

g:
R
ed

uc
ed

 I
m

pa
ct

 L
og

gi
ng

 (
 R

IL
) 

sy
st

em
 w

ith
 “

sk
yl

in
e 

ya
rd

in
g”

Si
lv

ic
ul

tu
ra

lt
re

at
m

en
ts

R
eh

ab
ili

ta
tio

n 
of

 d
eg

ra
de

d 
ar

ea
s 

(e
nr

ic
hm

en
t 

pl
an

tin
g)

 

19
97

年
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
森
林
認
証
制
度
及
び

FS
C（

国
際
的
森
林
認

証
制
度
）
森
林
認
証
を
取
得

Ce
rt

ifi
ed

 in
 1

99
7 

as
 c

om
pl

yi
ng

 w
ith

 t
he

 r
eq

ui
re

m
en

ts
 o

f 
th

e 
M

al
ay

si
an

 C
rit

er
ia

 a
nd

 I
nd

ic
at

or
s 

(M
C&

I)
an

d 
th

e 
Fo

re
st

ry
 

St
ew

ar
ds

hi
p 

Co
un

ci
l's

 (
FS

C)
 S

ta
nd

ar
ds

 f
or

 S
us

ta
in

ab
le

 F
or

es
t 

M
an

ag
em

en
t 

14

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
頭
数
へ
の
影
響

Im
pa

ct
 o

n 
th

e 
or

an
g-

ut
an

po
pu

la
tio

n

D
FR

は
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン

(9
00

頭
）
、
ボ
ル

ネ
オ
ゾ
ウ
、
バ

ン
テ
ン
、
ウ
ン
ピ
ョ
ウ
な
ど
の

主
要

な
生

息
地

D
FR

 is
 a

 k
ey

 h
ab

ita
t 

fo
r 

th
e 

or
an

g-
ut

an
(9

00
 in

d.
),

 b
or

ne
an

el
ep

ha
nt

, t
em

ba
da

u
(b

an
te

ng
) 

an
d 

cl
ou

de
d 

le
op

ar
d.

「
保

護
価

値
の

高
い
森

林
」
の

野
生

生
物

お
よ
び
生

息
域

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

Pr
in

ci
pl

e 
#

 9
 o

f 
th

e 
FS

C’
s

Pr
in

ci
pl

e 
an

d 
Cr

ite
ria

 r
eq

ui
re

s 
w

ild
lif

e 
an

d 
ha

bi
ta

t 
m

on
ito

rin
g

in
 H

ig
h 

Co
ns

er
va

tio
n 

Va
lu

e 
Fo

re
st

野
生

動
物

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の

開
発

と
実

施
W

ild
lif

e 
m

on
ito

rin
g 

sy
st

em
 d

ev
el

op
ed

 b
y 

H
ut

an
an

d 
im

pl
em

en
te

d 
by

 D
FR

 s
ta

ff
 s

in
ce

 1
99

9 
in

cl
ud

in
g 

or
an

g-
ut

an
ae

ria
l c

en
su

s

通
常

の
伐

採
よ
り
も

D
FR

の
方

が
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の

生
息

状
況

が
良

好
Co

nv
en

tio
na

l l
og

gi
ng

 is
 k

no
w

n 
to

 d
ec

re
as

e 
or

an
g-

ut
an

de
ns

iti
es

 b
ut

 in
 D

FR
 d

en
si

tie
s 

ar
e 

fo
un

d 
to

 
be

 h
ig

h,
 s

im
ila

r 
to

 t
ho

se
 in

 n
on

-e
xp

lo
ite

d 
fo

re
st

s

1.
65

D
ec

em
be

r 2
00

3

1.
68

Ju
ne

 2
00

5

1.
71

D
ec

em
be

r 2
00

2

1.
78

Ju
ly

 2
00

2

1.
40

D
ec

em
be

r 1
99

9

N
um

be
r o

f I
nd

iv
id

ua
ls

/k
m

2
D

at
e 

of
 C

en
su

s

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
：

地
元

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
よ
る
オ
ラ
ン

ウ
ー
タ
ン
保

全
Ca

se
 s

tu
dy

: 
O

ra
ng

-u
ta

n
co

ns
er

va
tio

n 
by

 t
he

 lo
ca

l c
om

m
un

ity

キ
ナ
バ

タ
ン
ガ
ン
下

流
域

野
生

生
物

保
護

区
Th

e 
Lo

w
er

 K
in

ab
at

an
ga

n
W

ild
lif

e 
Sa

nc
tu

ar
y

16

キ
ナ
バ
タ
ン
ガ
ン
の
氾
濫
原

Th
e 

Ki
na

ba
ta

ng
an

 f
lo

od
pl

ai
n

4
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キ
ナ
バ
タ
ン
ガ
ン
の
生
息
環
境

Ki
na

ba
ta

ng
an

 H
ab

ita
ts

18

キ
ナ
バ
タ
ン
ガ
ン
の
野
生
動
物

Ki
na

ba
ta

ng
an

 W
ild

lif
e

19

キ
ナ
バ

タ
ン
ガ
ン
の

人
々

Ki
na

ba
ta

ng
an

 P
eo

pl
e

20

森
林
（
緑
）
の
回
廊

A 
Co

rr
id

or
 o

f 
Fo

re
st

5
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キ
ナ
バ
タ
ン
ガ
ン
下
流
域
野
生
生
物
保
護
区

Th
e 

Lo
w

er
 K

in
ab

at
an

ga
n 

W
ild

lif
e 

Sa
nc

tu
ar

y

22

キ
ナ
バ
タ
ン
ガ
ン
・
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Th
e 

Ki
na

ba
ta

ng
an

 O
ra

ng
-U

ta
n

Co
ns

er
va

tio
n 

Pr
oj

ec
t

W
ild

lif
e

C
or

rid
or

Pr
oj

ec
t

C
om

m
un

ity
Pr

oj
ec

ts
U

ni
t

H
on

or
ar

y
W

ild
lif

e
W

ar
de

ns

A
ud

io
vi

su
al

U
ni

t

El
ep

ha
nt

C
on

se
rv

at
io

n
U

ni
t

O
ra

ng
-U

ta
n

R
es

ea
rc

h
U

ni
t

H
U

TA
N

K
O

C
P

32
 s

ta
ff

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

プ
ロ
グ
ラ
ム

H
om

es
ta

y
Pr

og
ra

m
m

e

ス
カ
ウ
・
ユ
ー
ス

協
会

Su
ka

u
Yo

ut
h

A
ss

oc
ia

tio
n

文
化
遺
産

W
ar

is
an

Bu
da

ya
C

ul
tu

ra
l

Tr
ou

pe

ア
カ
ザ

ル
見

学
R

ed
 A

pe
E

nc
ou

nt
er

s

23

ス
カ
ウ
で
の

9年
間

に
わ

た
る
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン

環
境

動
物

生
態

学
調

査
N

in
e 

ye
ar

s 
of

 o
ra

ng
-u

ta
n

ec
o-

et
ho

lo
gi

ca
l r

es
ea

rc
h 

at
 t

he
 S

uk
au

in
te

ns
iv

e 
st

ud
y 

si
te

24

キ
ナ
バ
タ
ン
ガ
ン
下
流
域
野
生
生
物
保
護
区
に
お
け
る

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
個
体
群
の
規
模
の
推
測
値

Es
tim

at
ed

 o
ra

ng
-u

ta
n

po
pu

la
tio

n 
si

ze
 

in
 t

he
 L

ow
er

 K
in

ab
at

an
ga

n 
W

ild
lif

e 
Sa

nc
tu

ar
y

12
8

21
3 42

41

14
6

55

11

14
7

8

17

12

40

Se
ga

liu
d

FR

38

Pi
n 

Su
pu

FR
23

Bo
d

Ta
i F

R

5

Pa
ng

gi
FR

11

14
6

Es
tim

at
ed

 n
um

be
r o

f o
ra

ng
-u

ta
ns

LK
W

S 
(1

0 
lo

ts
):

  
  
  
  
 6

70
 in

d.
Fo

re
st

 R
es

er
ve

s:
  

  
  

  
22

8 
in

d.
Pr

iv
at

e 
/ 

st
at

e 
la

nd
: 

  
 2

27
 in

d.
To

ta
l: 

1,
12

5 
in

d.

6



オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
は

分
断

さ
れ

た
二

次
林

で
生

き
残

れ
る
の

か
？

Ca
n 

or
an

g-
ut

an
s

su
rv

iv
e 

in
 f

ra
gm

en
te

d 
se

co
nd

ar
y 

fo
re

st
s?

食
糧

は
十

分
に
あ
る
か

？
Ca

n 
th

ey
 f

in
d 

en
ou

gh
 f

oo
d?

劣
化

し
た
森

林
で
生

存
で
き
る
か

？
Ca

n 
th

ey
 g

et
 b

y 
w

ith
 a

 d
eg

ra
de

d 
fo

re
st

 s
tr

uc
tu

re
?

人
口

過
密

に
ど
う
対

処
す
る
の

か
？

H
ow

 d
o 

th
ey

 c
op

e 
w

ith
 o

ve
rc

ro
w

di
ng

?

社
会
生
活
へ
の
影
響
は
？

Is
 t

he
ir 

so
ci

al
 li

fe
 a

ff
ec

te
d?

近
親
交
配
の
危
険
性
は
？

W
ha

t 
ab

ou
t 

ris
ks

 o
f 

in
br

ee
di

ng
?

生
存

の
た
め
に
は

何
を
改

善
で
き
る
か

？
W

ha
t 

ca
n 

be
 d

on
e 

to
 im

pr
ov

e 
th

ei
r 

ch
an

ce
s 

of
 s

ur
vi

va
l?

26

調
査

結
果

R
es

ea
rc

h 
R
es

ul
ts

調
査
結
果

R
es

ul
ts

1年
を
通

し
て
あ
る
食

糧
資

源
Ye

ar
 lo

ng
 a

va
ila

bi
lit

y 
of

 f
oo

d 
so

ur
ce

s

食
習

慣
に
対

す
る
高

い
柔

軟
性

H
ig

h 
di

et
ar

y 
fle

xi
bi

lit
y

よ
り
小

さ
い
、
重

複
す
る
生

息
地

Sm
al

le
r 

an
d 

ov
er

la
pp

in
g 

ho
m

er
an

ge
s

社
会

的
柔

軟
性

So
ci

al
 f
le

xi
bi

lit
y

生
息

地
の

減
少

と
分

断
に
よ
る
遺

伝
子

的
崩

壊
Re

ce
nt

 g
en

et
ic

 c
ra

sh
 d

ue
 t

o 
ha

bi
ta

t 
re

du
ct

io
n 

an
d 

fr
ag

m
en

ta
tio

n

人
間

と
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の

間
の

対
立

の
発

生
Em

er
ge

nc
e 

of
 h

um
an

/o
ra

ng
-u

ta
n

co
nf

lic
ts

27

予
測
で
き
る
個
体
群
の
消
滅

Pr
ed

ic
ta

bl
e 

po
pu

la
tio

n 
ex

tin
ct

io
ns

生
存
可
能

V
ia

b
le

5
0
～

1
0
0
年

以
内

に
絶

滅
E
xt

in
ct

io
n
 w

it
h
in

 5
0
-

1
0
0
 y

ea
rs

中
期

で
の

絶
滅

ま
た
は

遺
伝

子
的

ロ
ス

E
xt

in
ct

io
n
 m

ed
iu

m
 t

er
m

 o
r 

g
en

et
ic

 l
os

s
28

人
間

と
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
間

で
の

対
立

H
um

an
 /

 O
ra

ng
-u

ta
n

Co
nf

lic
ts

パ
ー
ム
油

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
侵

入
Cr

op
 r

ai
di

ng
 in

 o
il 

pa
lm

 p
la

nt
at

io
ns

村
の
果
樹
園
な
ど
へ
の
侵
入

Cr
op

 r
ai

di
ng

 in
 v

ill
ag

e 
or

ch
ar

ds

7
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キ
ナ
バ

タ
ン
ガ
ン
下

流
域

の
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の

保
護

H
ow

 t
o 

sa
ve

 t
he

 o
ra

ng
-u

ta
ns

in
 t

he
 L

ow
er

 K
in

ab
at

an
ga

n 

生
息
地
の
保
護

Pr
ot

ec
t 

th
ei

r 
ha

bi
ta

t

分
断
さ
れ
た
森
林
を
再
構
築

Re
-c

on
ne

ct
 t

he
 f

or
es

t 
fr

ag
m

en
ts

生
息
地
の
現
状
復
帰

R
es

to
re

 t
he

ir 
ha

bi
ta

t

環
境
管
理
方
法
の
改
善

Ap
pl

y 
be

tt
er

 e
nv

iro
nm

en
ta

l m
an

ag
em

en
t 

pr
ac

tic
es

 

人
間
と
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
間
の
対
立
を
減
ら
す

M
iti

ga
te

 h
um

an
 a

nd
or

an
g-

ut
an

co
nf

lic
ts

現
地
住
民
の
意
識
向
上

R
ai

se
 lo

ca
l a

w
ar

en
es

s

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
保
護
が
現
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
利
益
に
な
る
よ

う
な
方

法
の

模
索

Fi
nd

 w
ay

s 
fo

r 
lo

ca
l c

om
m

un
iti

es
 t

o 
be

ne
fit

 f
ro

m
 t

he
 c

on
se

rv
at

io
n

of
 

th
e 

or
an

g-
ut

an
30

野
生

生
物

監
視

プ
ロ
グ
ラ
ム

Th
e 

H
on

or
ar

y 
W

ild
lif

e 
W

ar
de

n 
Pr

og
ra

m
m

e

サ
バ

野
生

生
物

局
は

、
地

元
の

住
民

を
野

生
生

物
監

視
者

と
し
て
任

命
（
サ

バ
野

生
生

物
保

全
法

セ
ク
シ
ョ
ン
７
）

M
em

be
rs

 o
f 

th
e 

lo
ca

l c
om

m
un

ity
 a

pp
oi

nt
ed

 a
s 

W
ild

lif
e 

W
ar

de
ns

 b
y 

th
e 

Sa
ba

h 
W

ild
lif

e 
D

ep
ar

tm
en

t 
(u

nd
er

 t
he

 
Se

ct
io

n 
7 

of
 t

he
 S

ab
ah

 W
ild

lif
e 

Co
ns

er
va

tio
n 

En
ac

tm
en

t 
19

97
)

20
02

年
よ
り
開

始
し
、
現

在
ス
カ
ウ
に

16
名
、

ア
バ

イ
に

2名
Pr

og
ra

m
m

e
st

ar
te

d 
in

 2
00

2,
 t

od
ay

 1
6 

w
ar

de
ns

 in
 S

uk
au

an
d 

2 
in

 A
ba

i

事
務

所
、
車

、
機

材
は

、
キ
ナ
バ

タ
ン
ガ
ン
・
オ
ラ
ン

ウ
ー
タ
ン
保

全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
保

管
O

ff
ic

e,
 v

eh
ic

le
s 

an
d 

eq
ui

pm
en

t 
at

 t
he

 K
O

CP

31

監
視

員
の

活
動

W
ar

de
ns

 a
ct

iv
iti

es

監
視
強
化
活
動

En
fo

rc
em

en
t 

ac
tiv

iti
es

ボ
ー
ト
や

車
に
よ
る
保

護
地

区
、
境

界
地

域
な
ど
で
の

パ
ト
ロ
ー
ル

Pa
tr

ol
s 

by
 b

oa
t 

an
d 

ca
r 

(s
an

ct
ua

ry
, b

ou
nd

ar
ie

s,
 e

st
at

es
)

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル

H
el

ic
op

te
r 

pa
tr

ol
s

警
察

に
よ
る
道

路
閉

鎖
R
oa

d 
bl

oc
ks

 w
ith

 p
ol

ic
e

不
法

侵
入

、
違

法
伐

採
、
密

猟
、
魚

へ
毒

を
も
る
、
汚

染
、
鳥

の
巣

En
cr

oa
ch

m
en

t,
 il

le
ga

l l
og

gi
ng

, p
oa

ch
in

g,
 f

is
h 

po
is

on
in

g,
po

llu
tio

n,
 b

ird
 n

es
ts

保
護
地
区
の
看
板
の
追
加

Si
gn

bo
ar

d 
sy

st
em

 f
or

 t
he

 lo
ts

 1
 t

o 
4 

of
 t

he
 S

an
ct

ua
ry

保
護

地
区

の
境

界
Sa

nc
tu

ar
y 

bo
un

da
rie

s
警

告
の

看
板

W
ar

ni
ng

 s
ig

nb
oa

rd

意
識
向
上
及
び
教
育

Aw
ar

en
es

s 
an

d 
ed

uc
at

io
n

村
人

Vi
lla

ge
s

栽
培
地

Es
ta

te
s

学
校

Sc
ho

ol
s

32

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
根

ざ
し
た
ゾ
ウ
の

保
護

活
動

Co
m

m
un

ity
-B

as
ed

 E
le

ph
an

t 
Co

ns
er

va
tio

n 
U

ni
t

目
的

G
oa

l:
キ
ナ
バ

タ
ン
ガ
ン
の

ゾ
ウ
の

個
体

群
の

長
期

に
わ

た
る
保

全
活

動
Lo

ng
-t

er
m

 c
on

se
rv

at
io

n 
of

 t
he

 
Ki

na
ba

ta
ng

an
 e

le
ph

an
t 

po
pu

la
tio

n

活
動

Ac
tiv

iti
es

:
ゾ
ウ
へ

の
被

害
管

理
El

ep
ha

nt
 d

am
ag

e 
co

nt
ro

l
ゾ
ウ
の

調
査

El
ep

ha
nt

 r
es

ea
rc

h
地

元
農

民
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

Tr
ai

ni
ng

 o
f 

lo
ca

l f
ar

m
er

s
電

気
柵

へ
の

融
資

Sm
al

l l
oa

ns
 f

or
 e

le
ct

ric
 f

en
ce

s
教

育
と
意

識
向

上
Ed

uc
at

io
n 

an
d 

aw
ar

en
es

s
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地
域

住
民

へ
の

意
識

向
上

プ
ロ
グ
ラ
ム

Co
m

m
un

ity
 A

w
ar

en
es

s 
Pr

og
ra

m
m

es

34

学
校

で
の

自
然

教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム

N
at

ur
e 

ed
uc

at
io

n 
pr

og
ra

m
m

es
fo

r 
sc

ho
ol

s

35

地
元
に
お
け
る
能
力
形
成

Bu
ild

in
g 

lo
ca

l c
ap

ab
ili

tie
s

サ
バ

保
全

活
動

に
関

わ
る
専

門
家

へ
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

基
礎

の
開

発
D

ev
el

op
 a

 t
ra

in
in

g 
pl

at
fo

rm
 f

or
 S

ab
ah

 c
on

se
rv

at
io

n 
pr

of
es

si
on

al
s

地
元
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
調
査
ア
シ
ス
タ
ン
ト
へ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

Tr
ai

ni
ng

 lo
ca

l p
ro

je
ct

 r
es

ea
rc

h 
as

si
st

an
ts

関
係
す
る
政
府
役
人
へ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

Tr
ai

ni
ng

 o
f 

pe
rs

on
al

 o
f 

re
le

va
nt

 g
ov

er
nm

en
t 

ag
en

ci
es

マ
レ
ー
シ
ア
の
学
生
や
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
へ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

Tr
ai

ni
ng

 o
f 

M
al

ay
si

an
 s

tu
de

nt
 a

nd
 r

es
ea

rc
he

rs

キ
ナ
バ

タ
ン
ガ
ン
の

地
元

へ
の

能
力

形
成

Ca
pa

ci
ty

 b
ui

ld
in

g 
fo

r 
Ki

na
ba

ta
ng

an
 lo

ca
l c

om
m

un
iti

es

36

生
息

地
及

び
野

生
生

物
保

全
に
見

合
っ
た

地
元

開
発

に
対

す
る
援

助
As

si
st

 lo
ca

l d
ev

el
op

m
en

t 
co

m
pa

tib
le

 w
ith

 h
ab

ita
t 

an
d 

w
ild

lif
e 

co
ns

er
va

tio
n

地
元

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
対

し
て
、
代

替
的

・
持

続
可

能
な
現

地
の

自
然

資
源

利
用

を
促

進
En

co
ur

ag
e 

al
te

rn
at

iv
e 

an
d 

su
st

ai
na

bl
e 

w
ay

s 
fo

r 
lo

ca
l c

om
m

un
iti

es
 o

f 
us

in
g 

lo
ca

l n
at

ur
al

 r
es

ou
rc

es

調
査
・
保
全
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
雇
用

Em
pl

oy
m

en
t 

by
 r

es
ea

rc
h 

an
d 

co
ns

er
va

tio
n 

pr
og

ra
m

m
es

自
然
・
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
開
発
の
た
め
の

地
元

に
根

ざ
し
た
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

Co
m

m
un

ity
 b

as
ed

 in
iti

at
iv

es
 t

o 
de

ve
lo

p 
na

tu
re

 a
nd

 c
ul

tu
ra

l t
ou

ris
m

環
境
保
全
の
た
め
の
漁
業

Fi
sh

er
m

en
 f

or
 C

on
se

rv
at

io
n
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自
然

・
文

化
ツ
ー
リ
ズ
ム
開

発
の

た
め
の

地
元

に
根

ざ
し
た
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

Co
m

m
un

ity
 b

as
ed

 in
iti

at
iv

es
 t

o 
de

ve
lo

p 
na

tu
re

 a
nd

 c
ul

tu
ra

l t
ou

ris
m

ス
カ
ウ
・
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

Su
ka

u
H

om
es

ta
y

Pr
og

ra
m

m
e

ア
カ
ザ

ル
見

学
Re

d 
Ap

e 
En

co
un

te
rs

文
化
遺
産

W
ar

is
an

Bu
da

ya
目
的

目
的

Th
e 

G
O

A
L 

:
Th

e 
G

O
A

L 
:

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通

し
て
、
地

元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
持

続
可

能
な
社

会
経

済
を
発

展
さ
せ

、
キ
ナ
バ

タ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通

し
て
、
地

元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
持

続
可

能
な
社

会
経

済
を
発

展
さ
せ

、
キ
ナ
バ

タ
ン
ガ
ン
下

流
域

野
生

生
物

保
護

区
の

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
、
野

生
生

物
、
生

息
地

の
保

全
を
達

成
さ
せ

る
ン
ガ
ン
下

流
域

野
生

生
物

保
護

区
の

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
、
野

生
生

物
、
生

息
地

の
保

全
を
達

成
さ
せ

る
To

 a
ch

ie
ve

 c
on

se
rv

at
io

n 
of

 O
ra

ng
 

To
 a

ch
ie

ve
 c

on
se

rv
at

io
n 

of
 O

ra
ng

 U
ta

n
U

ta
n

, 
w

ild
lif

e 
an

d 
ha

bi
ta

t 
in

 t
he

 L
ow

er
 K

in
ab

at
an

ga
n 

, 
w

ild
lif

e 
an

d 
ha

bi
ta

t 
in

 t
he

 L
ow

er
 K

in
ab

at
an

ga
n 

W
ild

lif
e 

Sa
nc

tu
ar

y 
w

it
h 

su
st

ai
na

bl
e 

so
ci

o
W

ild
lif

e 
Sa

nc
tu

ar
y 

w
it

h 
su

st
ai

na
bl

e 
so

ci
o --

ec
on

om
ic

 d
ev

el
op

m
en

t 
fo

r 
th

e 
lo

ca
l c

om
m

un
it

y 
ec

on
om

ic
 d

ev
el

op
m

en
t 

fo
r 

th
e 

lo
ca

l c
om

m
un

it
y 

th
ro

ug
h 

ec
ot

ou
ri

sm
 a

ct
iv

it
ie

s
th

ro
ug

h 
ec

ot
ou

ri
sm

 a
ct

iv
it

ie
s

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
調

査
や

種
の

保
全

に
関

す
る
説

明
D

et
ai

le
d 

br
ie

fin
g 

on
 O

ra
ng

 U
ta

n
re

se
ar

ch
 a

nd
 s

pe
ci

es
 c

on
se

rv
at

io
n 

st
at

us

保
全
活
動
へ
の
参
加

Pa
rt

ic
ip

at
e 

in
 c

on
se

rv
at

io
n 

ef
fo

rt
s,

 f
or

 e
g.

 r
ef

or
es

ta
tio

n 
pr

oj
ec

ts
, O

ra
ng

 U
ta

n
ob

se
rv

at
io

n,
 e

co
-e

th
ol

og
ic

al
 d

at
a 

co
lle

ct
io

n

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
保

護
地

区
の

見
学

Ju
ng

le
 t

re
k 

at
 t

he
 O

ra
ng

 U
ta

n
re

se
ar

ch
 s

ite
 a

nd
 f

or
es

t 
in

te
rp

re
ta

tio
n

野
生

の
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の

見
学

En
co

un
te

r 
w

ith
 a

 w
ild

 O
ra

ng
 U

ta
n

調
査

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や

植
物

実
験

室
の

訪
問

Vi
si

t 
of

 t
he

 r
es

ea
rc

h 
st

at
io

n 
an

d 
bo

ta
ni

ca
l l

ab
or

at
or

y

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
が
食
す
る
自
生
の
木
の
栽
培
所
の
訪
問

Vi
si

t 
of

 t
he

 n
ur

se
ry

 f
or

 n
at

iv
e 

tr
ee

 s
pe

ci
es

 e
at

en
 b

y 
O

ra
ng

 U
ta

n

ボ
ー
ト
サ
フ
ァ
リ

Bo
at

 s
af

ar
i w

ith
 w

ild
lif

e 
vi

ew
in

g 
an

d 
in

te
rp

re
ta

tio
n

ア
カ
ザ

ル
見

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

？
W

ha
t 

is
 in

 R
A

E’
s

Pr
og

ra
m

m
e?

Su
ka

u 
Ho

m
es

ta
y

17
%

V
illa

ge
 G

ui
de

s
8%

Su
ka

u 
Cu

ltu
ra

l 
Pe

rf
or

m
an

ce
2%

RA
E 

Ru
nn

in
g 

Co
st

44
%

Co
m

m
un

ity
 T

ou
ris

m
 

Fu
nd

4%

V
illa

ge
 B

us
 S

er
vi

ce
5%

Co
m

m
un

ity
 

Co
ns

er
va

tio
n 

Fu
nd

4%

Pa
id

 O
ut

si
de

 V
illa

ge
3%

V
illa

ge
 S

ho
p/

O
th

er
 

Se
rv

ic
es

2%
V

illa
ge

 B
oa

t S
er

vi
ce

11
%

地
元

に
根

ざ
し
た
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
観

光
パ

イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る

村
へ

の
利

益
共

有
プ
ロ
セ
ス
（
20

03
～

20
04

年
概

要
）

Vi
lla

ge
 B

en
ef

it
 S

ha
ri

ng
 P

ro
ce

ss
 o

f 
th

eC
om

m
un

it
y-

Ba
se

d 
O

ra
ng

-U
ta

n
To

ur
is

m
 P

ilo
t 

Pr
oj

ec
t

O
ve

rv
ie

w
 o

f 
th

e 
ye

ar
 2

00
3 

–
20
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T

O
T
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: 
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0 

pa
x

-
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M
 1
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23
.5

0

10



41

環
境
に
配
慮
し
た
漁
法

Fi
sh

er
m

en
 f

or
 C

on
se

rv
at

io
n

目
的

G
oa

l:
伝

統
的

手
法

で
あ
る
木

材
で
作

る
網

や
エ
ビ
の

わ
な

の
代
わ
り
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ワ
イ
ヤ
ー
を
用
い
る

R
ep

la
ce

 t
he

 u
se

 o
f 

tr
ee

 b
ar

k 
an

d 
ot

he
r 

fo
re

st
 m

at
er

ia
ls

 
in

 t
he

 c
on

st
ru

ct
io

n 
of

 t
he

 t
ra

di
tio

na
l f

is
h 

an
d 

pr
aw

n 
tr

ap
s 

by
 p

la
st

ic
 w

ire
 m

es
h

活
動

Ac
tiv

iti
es

:
意

識
向

上
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

Aw
ar

en
es

s 
an

d 
tr

ai
ni

ng

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
購

入
の

た
め
の

低
金

利
ロ
ー
ン

M
ic

ro
lo

an
s

to
 lo

ca
l f

is
he

rm
an

 t
o 

bu
y 

ro
lls

 o
f 

w
ire

 m
es

h.

結
果

R
es

ul
ts

:
木

製
の

も
の

よ
り
も
耐

久
性

の
向

上
Th

e 
ne

w
 t

ra
ps

 a
re

 m
or

e 
re

si
st

an
t 

th
an

 t
he

 w
oo

de
n 

on
es

過
去

2年
間
に
３
つ
の
村
で
す
べ
て
の
漁
民
が
新
し
い

わ
な
へ
転
換

10
0%

 o
f 

fis
he

rm
en

 c
on

ve
rt

ed
 t

o 
ne

w
 t

ra
ps

 in
 3

 v
ill

ag
es

 
ov

er
 t

he
 p

as
t 

2 
ye

ar
s
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清
掃

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

Cl
ea

nl
in

es
s 

Ca
m

pa
ig

n

ゴ
ミ
箱
の
配
布

D
is

tr
ib

ut
io

n 
of

 g
ar

ba
ge

 
bi

ns

ゴ
ミ
収
集

G
ar

ba
ge

 c
ol

le
ct

io
n 

an
d 

di
sp

os
al

相
互
扶
助

G
ot

on
g

Ro
yo

ng

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

Aw
ar

en
es

s 
sp

or
ts

 e
ve

nt
s

清
掃
隊

Cl
ea

nl
in

es
s 

sq
ua

d

43

キ
ナ
バ

タ
ン
ガ
ン
下

流
域

で
の

野
生

動
物

回
廊

構
築

の
補

助
Co

nt
rib

ut
io

n 
to

 t
he

 c
re

at
io

n 
of

 a
 w

ild
lif

e 
co

rr
id

or
 in

 t
he

 L
ow

er
Ki

na
ba

ta
ng

an

生
息
地
の
復
元

H
ab

ita
t 

re
st

or
at

io
n

野
生
動
物
の
た
め
の
橋

W
ild

lif
e 

br
id

ge
s

分
断
さ
れ
た
地
区
の
再
構
築

In
cr

ea
si

ng
 t

he
 s

iz
e 

of
 w

ild
lif

e 
ha

bi
ta

t 
in

 t
he

 L
KW

S 
an

d 
re

co
nn

ec
tin

g 
th

e 
is

ol
at

ed
 lo

ts

44

生
息

地
の

復
元

地
元

に
根

ざ
し
た
苗

木
畑

H
ab

ita
t 

R
es

to
ra

tio
n 

Co
m

m
un

ity
-B

as
ed

 T
re

e 
N

ur
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オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
用
の
橋

Br
id

ge
s 

fo
r 

O
ra

ng
-U

ta
ns

20
05

年
1月

よ
り
開

始
Pr

oj
ec

t 
st

ar
te

d 
in

 J
an

ua
ry

 2
00

5

川
の

支
流

を
越

え
る
こ
と
を
可

能
に

Al
lo

w
s 

or
an

g-
ut

an
s

to
 c

ro
ss

 r
iv

er
 

tr
ib

ut
ar

ie
s

6本
の

実
験

的
な
ロ
ー
プ
橋

Si
x 

ex
pe

rim
en

ta
l r

op
e 

br
id

ge
s 

(S
g.

 R
es

an
g,

 
M

en
an

gg
ul

an
d 

Te
ne

gg
an

g)

日
常

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

D
ai

ly
 m

on
ito

rin
g

20
07

年
に
は

10
の
橋
を
追

加
Te

n 
m

or
e 

br
id

ge
s 

in
 2

00
7
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LK
W

S

V
JR

P
la

nt
at

io
ns

N
ew

 L
od

ge

Ki
na

ba
ta

ng
an

 R
iv

er

N
ew

ly
 o

pe
ne

d 
pl

an
ta

tio
n

Vi
lla

ge
 A

re
a

LO
T 

3

LO
T 

4

VJ
R

PA
N

G
I

VJ
R

K
ER

U
A

K

O
R

C
H

A
R

D

R
oa

d

ス
カ
ウ
を
抜

け
る

ゾ
ウ
の

道
El

ep
h

an
t 

R
ou

te
 

Th
ro

u
gh

 S
u

ka
u

K
g.

 S
U

K
A

U

O
R

C
H

A
R

D

47

分
断
さ
れ
た
野
生
動
物
の
回
廊
の
例

Ex
am

pl
e 

of
 n

ew
 la

nd
 c

le
ar

in
gs

 w
ith

 d
is

ru
pt

ed
 w

ild
lif

e 
co

rr
id

or

48

大
き
な
放

水
路

の
例

Ex
am

pl
e 

of
 la

rg
e 

dr
ai

n 
w

ith
in

 t
he

 L
KW

S 
(L

ot
 1

)
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49

キ
ナ
バ

タ
ン
ガ
ン
下

流
域

野
生

生
物

保
護

区
の

隣
に
あ
る
工
場
か
ら
の
廃
水

M
ill

 e
ff

lu
en

t 
di

sc
ha

rg
e 

ad
ja

ce
nt

 t
o 

th
e 

LK
W

S 
(L

ot
 2

)
Th

an
k 

Y
ou

TH
A

N
K

 Y
O

U

13



1

パ
ー
ム
油
と

C
SR

「
日

本
企

業
と
ボ
ル

ネ
オ
の

生
態

系
保

全
」

20
07

年
10

月
10

日

更
家

悠
介

2

１
．
ヤ
シ
ノ
ミ
洗

剤
と
パ

ー
ム

3

シ
ャ

ボ
ネ
ッ

ト
石

鹸
液

ウ
オ

シ
ュ
ボ

ン

ヤ
シ

ノ
ミ

ヘ
ア

ケ
ア

シ
リ
ー

ズ

ヤ
シ

ノ
ミ
洗

剤
シ

リ
ー
ズ

パ
ウ

ア
ラ

ウ

1
-
2
.

サ
ラ
ヤ
は
ヤ
シ
ノ
ミ
洗
剤
や
せ
っ
け
ん
液
の
原
料
に

パ
ー
ム
油
（
核
油
）
と
ヤ
シ
油
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

4

ヤ
シ

ノ
ミ

洗
剤

ポ
ン

プ
式

ヤ
シ
ノ
ミ
洗

剤
の

特
徴

１
．
生
分
解
性
が
良
い

２
．
環
境
負
荷
を
低
く
す
る
デ
ザ
イ
ン

３
．

30
年
以
上
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

14



5

1
-
3
.
ヤ
シ
ノ
ミ
洗
剤
の
原
料
は
パ
ー
ム
と
コ
コ
ヤ
シ
か
ら

サ
ラ

ヤ
で

は
、

ヤ
シ

ノ
ミ

洗
剤

の
原

料

に
ヤ

シ
油

と
パ

ー
ム

核
油

を
使

用
し

て

い
ま

す
。

コ
コ

ヤ
シ

は
海

岸
沿

い
で

栽

培
さ

れ
ま

す
が

、
パ

ー
ム

ヤ
シ

（
ア

ブ

ラ
ヤ

シ
）

は
大

規
模

に
栽

培
さ

れ
、

そ

の
た

め
熱

帯
雨

林
が

、
広

範
囲

に
伐

採

さ
れ

て
い

ま
す

。
近

年
に

な
り

、
パ

ー

ム
の

需
要

拡
大

か
ら

、
マ

レ
ー

シ
ア

や

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

の
熱

帯
雨

林
の

伐
採

が

加
速

化
し

、
種

の
多

様
性

の
確

保
が

危

機
的

状
態

に
あ

り
、

問
題

に
な

っ
て

い

ま
す

。

パ
ー
ム
ヤ
シ

6

1
-
1
.
パ
ー
ム
油
を
使
用
し
て
い
る
商
品

—
そ
の
1
、
食
品

揚
げ

油
菓

子
・

ス
ナ

ッ
ク

コ
コ

ア
バ
タ

ー
の

代
替

材
料

ク
リ

ー
ム

パ
ン

イ
ン

ス
タ
ン

ト
麺

マ
ー

ガ
リ
ン

パ
ー

ム
油

は
生

活
に

密
着

し
た

多
く

の
商

品
に

使
わ

れ
て

い
ま

す
。

7

ク
ッ

シ
ョ
ン

材
車

の
ハ

ン
ド

ル
な

ど
の

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
品

化
粧

品

機
械

油
キ

ャ
ン

ド
ル

石
鹸

・
洗
剤

印
刷

用
イ
ン

キ

1
-
1
.
パ
ー
ム
油
を
使
用
し
て
い
る
商
品

—
そ
の
2
、
非
食
品

パ
ー

ム
油

は
、

印
刷

用
イ

ン
キ

、
化

粧
品

、
石

鹸
・

洗
剤

な
ど

に
も

使
用

さ
れ

て
い

ま
す

。

8

２
．
ボ
ル

ネ
オ
象

救
出

作
戦

15



9

「
素

敵
な

宇
宙

船
地

球
号

—
子

象
の

涙
〜

”
地

球

に
や

さ
し

い
…
”

の
落

と
し

穴
〜

」
の

制
作

で
、

パ
ー

ム
油

を
使

用
し

て
い

る
一

企
業

の
サ

ラ
ヤ

に

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
依

頼
が

あ
り

、
社

長
の

更
家

悠

介
が

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
受

け
る

こ
と

に
な

り
ま

し

た
。 イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
の

内
容

は
、

パ
ー

ム
プ

ラ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

拡
大

で
、

ボ
ル

ネ
オ

ゾ
ウ

を
は

じ

め
と

す
る

野
生

の
動

植
物

の
棲

息
地

が
侵

食
さ

れ
、

様
々

な
問

題
が

起
こ

っ
て

い
る

が
、

パ
ー

ム
油

を

使
用

し
て

い
る

メ
ー

カ
ー

と
し

て
、

こ
れ

を
ど

う

思
う

か
と

い
う

問
い

か
け

で
し

た
。

こ
の

番
組

は

2
0
0
4
年

8
月

1
日

に
放

映
さ

れ
ま

し
た

が
、

こ
れ

を

き
っ

か
け

に
、

パ
ー

ム
プ

ラ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
が

、

今
、

引
き

起
こ

し
て

い
る

環
境

問
題

に
対

し
、

メ
ー

カ
ー

と
し

て
も

取
り

組
む

こ
と

に
し

ま
し

た
。

ま
ず

、
こ

の
番

組
で

取
り

上
げ

ら
れ

た
子

象
の

窮
地

を
、

現
地

の
団

体
と

協
力

し
て

、
「

子
象

の

救
出

作
戦

」
と

し
て

活
動

す
る

こ
と

か
ら

ス
タ

ー

ト
し

ま
し

た
。

2
-
1
.
Ｔ
Ｖ
番
組
「

素
敵

な
宇

宙
船

地
球

号
子
ゾ
ウ
の
涙
」
に
出
演
し
ま
し
た
。

ボ
ル

ネ
オ

ゾ
ウ

は
、

ボ
ル

ネ
オ

島
の

固
有

種
で

、
絶

滅
の

危
機

に
あ

る
。

10

2
0
0
5
年

度
は

S
W
D
が

２
頭

を
、

W
W
F
（

マ
レ

ー
シ

ア
）

が
そ

れ
ぞ

れ
２

頭
を

捕
獲

し
、

体
に

食
い

込
ん

だ
ロ

ー
プ

を
取

り
除

い
た

後
、

治
療

を
施

し
、

ジ
ャ

ン
グ

ル
に

還
し

ま
し

た
。

同
様

の
子

ゾ
ウ

が
、

そ
の

他
に

1
5
頭

程
度

残
っ

て
い

る
も

の
と

、
S
W
D
は

推
測

し
て

い
ま

す
。

2
-
5
.
ゾ

ウ
の

救
出

活
動

の
報

告
（

2
0
0
5
年

）

11
12

16



13
14

G
R

A
D

IN
G

15
16

D
yi

ng
 fo

r a
 C

oo
ki

e

O
ra

ng
ut

an
s a

re
 li

te
ra

lly
 d

yi
ng

 fo
r 

co
ok

ie
s.

•
Th

an
ks

 in
 p

ar
t t

o 
a 

pa
lm

 o
il 

tra
de

 p
ro

pp
ed

 u
p 

by
 in

di
ffe

re
nt

 c
or

po
ra

tio
ns

&
 

au
th

or
ita

ri
an

 r
eg

im
es

, t
he

 ra
in

fo
re

st
 h

ab
ita

ts
 o

f t
he

 la
st

 re
m

ai
ni

ng
 S

um
at

ra
n 

or
an

gu
ta

ns
, t

ig
er

s, 
an

d 
rh

in
oc

er
os

es
 a

re
 b

ei
ng

 d
es

tro
ye

d.
•

K
ee

bl
er

, O
re

o,
 M

rs
. F

ie
ld

s, 
Pe

pp
er

id
ge

 F
ar

m
 a

nd
 o

th
er

 c
om

pa
ni

es
 u

se
 p

al
m

 
oi

l i
n 

so
m

e 
of

 th
ei

r c
oo

ki
es

.
•

It'
s f

ou
nd

 in
cr

ea
si

ng
ly

 in
 c

ra
ck

er
s, 

pa
st

rie
s, 

ce
re

al
s, 

an
d 

m
ic

ro
w

av
e 

po
pc

or
n.

 
W

e 
ca

n 
fin

d 
ot

he
r w

ay
s o

f m
ak

in
g 

co
ok

ie
s.

•
W

e 
ca

n’
t f

in
d 

ot
he

r w
ay

s o
f m

ak
in

g 
or

an
gu

ta
ns

So
ur

ce
:

C
SP

I A
dv

er
to

ria
l i

n 
W

as
hi

ng
to

n 
M

et
ro

 
A

re
a 

Ed
iti

on
 o

f t
he

 
N

ew
 Y

or
k 

Ti
m

es
, 

da
te

d 
21

st
 M

ar
ch

 
20

06
.

N
TB

 is
su

e

17



17

３
．

R
SP

O
と

B
B

EC

（
持

続
可

能
な
パ

ー
ム
油

の
ラ
ウ
ン
ド

テ
ー
ブ
ル

と
ボ
ル

ネ
オ
生

物
多

様
性

会
議

）

18
R

SP
O
の

研
究
会

パ
ー

ム
ヤ
シ

プ
ラ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

視
察

Ｒ
Ｓ

Ｐ
Ｏ

と
は

、
持

続
可

能
な

パ
ー

ム
油

の
ビ

ジ
ネ

ス
の

た
め

の
円

卓
会

議
で

、
2
0
0
4
年

8
月

に
設

立
さ

れ
ま

し
た

。
パ

ー
ム

農
園

や
ス

ー
パ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

（
ミ

グ
ロ

ス
）

、
ザ

・
ボ

デ
ィ

シ
ョ

ッ
プ

、
ユ

ニ
リ

ー
バ

、
Ｗ

Ｗ
Ｆ

な
ど

が
参

加
し

、
本

部
を

マ
レ

ー
シ

ア
に

置
い

て
い

ま
す

。
サ

ラ
ヤ

は
2
0
0
4
年

か
ら

こ
の

Ｒ
Ｓ

Ｐ
Ｏ

に
メ

ン
バ

ー
と

し
て

参
加

し
、

2
0
0
5
年

1
月

6
日

の
研

究
会

で
、

社
長

の
更

家
悠

介
は

ボ
ル

ネ
オ

の
窮

状
を

訴
え

、
パ

ー
ム

の
農

園
と

熱
帯

雨
林

の
共

生
に

つ
い

て
、

問
題

提
起

し
、

そ
の

打
開

策
を

提
案

し
ま

し
た

。

3
-
1
.
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ

（
持
続
可
能
な
パ
ー
ム
油
の
た
め
の
円
卓
会
議
）
に
参
加

19

2
0
0
5
年

1
1
月

2
3
日

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

で
R
S
PO
総

会
が

開
催

さ
れ

ま
し

た
。

2
n
d
 
R
S
P
O
 
G
e
n
e
r
a
l
 
A
s
s
e
m
b
l
y
に

お
い

て
、

サ
ラ

ヤ
は

、
諸

団
体

と
す

り
合

わ
せ

た
上

で
、

川
沿

い
の

土
地

の
重

要
性

と
開

発
と

生
物

多
様

性
の

保
護

の
調

和
を

め
ざ

し
、

総
会

に
宣

言
文

を
提

案
し

ま
し

た
。

会
議

前
の

根
回

し
な

ど
も

行
い

、
採

択
を

を
め

ざ
し

ま
し

た
が

、
プ

ラ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
経

営
者

か
ら

反
対

意
見

が
続

出
し

て
、

採
択

は
見

送
ら

れ
ま

し
た

。

3
-
2
.
総
会
で
の
大
会
決
議
案
の
提
出

R
es

ol
ut

io
n

In
 o

rd
er

 t
o 

en
su

re
 t

he
 i

nt
eg

rit
y 

of
 

rip
ar

ia
n 

ha
bi

ta
t, 

an
d 

its
 

co
nt

in
ui

ty
 f

ro
m

 t
he

 s
ea

 t
o 

th
e 

hi
gh

la
nd

s, 
th

e 
G

A
 

of
 

R
SP

O
 

R
T3

 e
nd

or
se

s 
th

e 
pr

in
ci

pl
e 

th
at

 
at

 l
ea

st
 1

 k
m

 o
n 

ea
ch

 s
id

e 
of

 
m

aj
or

 
riv

er
s 

be
 

al
lo

ca
te

d 
as

 
co

ns
er

va
tio

n 
fo

re
st

. 
 F

or
 t

ho
se

 
w

ho
 

ar
e 

ag
re

ea
bl

e 
to

 
th

is
 

pr
op

os
al

, 
th

ei
r 

la
nd

 
w

ill
 

be
 

se
cu

re
d 

an
d 

th
ey

 
w

ill
 

be
 

ad
eq

ua
te

ly
 c

om
pe

ns
at

ed
.

総
会

決
議
案

に
提

案
さ

れ
ま

し
た

が
、

否
決

さ
れ
ま

し
た

。
20

B
B
E
C
と

は
、

B
o
r
n
e
a
n

B
i
o
d
i
v
e
r
s
i
t
y
 
a
n
d
 
E
c
o
s
y
s
t
e
m
s
 
C
o
n
s
e
r
v
a
t
i
o
n
 
p
r
o
g
r
a
m
m
e
の

略
で

す
。

ボ

ル
ネ

オ
の

生
物

多
様

性
や

エ
コ

シ
ス

テ
ム

の
保

全
を

目
的

と
し

た
会

議
と

運
営

を
行

う
組

織
で

日
本

の
環

境
省

も
こ

れ
を

支
援

し
て

い
ま

す
。

2
0
0
6
年

3
月

に
、

ボ
ル

ネ
オ

、
コ

タ
キ

ナ
バ

ル
市

で
こ

の
第

四
回

B
B
E
C
の

総
会

が
開

催
さ

れ
ま

し
た

が
、

こ
こ

で
サ

ラ
ヤ

株
式

会
社

社
長

の
更

家
悠

介
は

、
子

象
の

救
出

作

戦
の

報
告

を
し

、
パ

ー
ム

ヤ
シ

の
生

産
と

消
費

、
野

生
生

物
と

の
共

生
に

つ
い

て
講

演
を

お
こ

な
い

、
更

に
「
緑
の
回
廊
」
（
G
r
e
e
n
 
C
o
r
r
i
d
o
r
)
の
提
言
を
し
ま
し
た
。

3
-
3
.
B
B
E
C
に
お
い
て
研
究
発
表
と
提
案

18



21

４
．

B
C

Tの
設

立

22

23
24

4
-
3
.
ボ
ル
ネ
オ
島
（
サ
バ
州
）
キ
ナ
バ
タ
ン
ガ
ン
川
流
域
で

の
パ
ー
ム
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
侵
食

パ
ー
ム
の
農
園
が
流
域
ま
で
拡
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
総
合
的
に
こ

れ
を
野
生
動
物
の
多
様
性
保
持
の
観
点
か
ら
見
直
し
て
、
買
い
取
り
、

再
生
林
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
す
す
め
ま
す

。

19



25

BC
T（
ボ
ル

ネ
オ
保

全
ト
ラ
ス
ト
）
の

設
立

20
06

年
9月

12
日

の
設

立
理

事
会

、
こ
の

後
、
同

年
10

月
に
サ

バ
州

政
府

に
認

可
さ
れ

た
。

26

27

５
．
今

後
の

運
動

28

サ
バ
州

大
の
大
河

キ
ナ
バ

タ
ン
ガ
ン
川

の
状

況

20



29

サ
バ
州

大
の
大
河

キ
ナ
バ

タ
ン
ガ
ン
川

の
状

況

30

31

※
「
参
加
型
」

“
参
加
意
識
・
関
心
を
高
め
る
”

◆
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

▼
ネ
ッ
ク
リ
ー
フ
（
本

体
）

▼
企
画
品
（
期
間
限
定
）

▼
PO

Pシ
ー
ル

（
詰

替
）

①
店
頭
展
開
（
商
品
）

32

世
界

人
口

の
推

移

21



1

持
続

可
能

な
パ

ー
ム
油

と
社

会
的

正
義

Su
st

ai
na

bl
e 

Pa
lm

 O
il 

&
 S

oc
ia

l J
us

tic
e

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か

ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
：

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農

園
開

発
の

現
場

か
ら

M
es

sa
ge

 fr
om

 In
do

ne
si

a:
 D

ev
el

op
m

en
t o

f p
al

m
 p

la
nt

at
io

ns

ノ
ー
マ
ン
・
ジ
ワ
ン

, サ
ウ
ィ
ッ
ト
ウ
ォ
ッ
チ

公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

-生
命

輝
く
ボ
ル

ネ
オ
の

森
～

保
全

に
関

わ
る
人

と
企

業
20

07
年

10
月

10
日

東
京

国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム

Pr
ep

ar
ed

 b
y 

N
or

m
an

 J
iw

an
, P

er
ku

m
pu

la
n 

Sa
w

it 
W

at
ch

Pu
bl

ic
 S

ym
po

si
um

–
Li

ve
ly

 F
or

es
t a

nd
 P

eo
pl

e 
of

 B
or

ne
o 

-S
av

e 
A

si
an

 fo
re

st
 b

y 
th

e 
pe

op
le

 in
 A

si
a

To
ky

o 
In

te
rn

at
io

na
l F

or
um

, W
ed

ne
sd

ay
, O

ct
ob

er
 1

0,
 2

00
7

2

•
サ

ウ
ィ
ッ
ト
ウ
ォ
ッ
チ
と
は

・
・
・

個
人

会
員

を
主

体
と
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

組
織

。
目

的
：
大

規
模

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農

園
の

拡
大

に
対

抗
す
る
。

事
務

所
所

在
地

：
ボ
ゴ
ー
ル

ス
タ
ッ
フ
：
15

名
Sa

w
it 

W
at

ch
 is

 a
n 

In
do

ne
si

an
 o

rg
an

is
at

io
n

of
 in

di
vi

du
al

s 
ba

se
d 

m
em

be
rs

hi
p 

th
at

 a
im

s 
to

 c
ou

nt
er

ba
la

nc
e 

th
e 

un
co

nt
ro

lle
d 

ex
pa

ns
io

n 
of

 la
rg

e-
sc

al
e 

oi
l p

al
m

 
pl

an
ta

tio
ns

.

サ
ウ
ィ
ッ
ト
ウ
ォ
ッ
チ
＝

「
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
ウ
ォ
ッ
チ
」

Sa
w

it 
W

at
ch

 =
 ‘o

il 
pa

lm
 w

at
ch

’

3

サ
ウ
ィ
ッ
ト
ウ
ォ
ッ
チ
＝

「
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
ウ
ォ
ッ
チ
」

Sa
w

it 
W

at
ch

 =
 ‘o

il 
pa

lm
 w

at
ch

’

•
19

98
年

以
来

、
サ

ウ
ィ
ッ
ト
ウ
ォ
ッ
チ
協

会
事

務
局

は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の

75
関

連
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
（
約

4万
世

帯
）
と
協

働
す
る
、

50
の

ロ
ー
カ
ル

パ
ー
ト
ナ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確

立
。

Si
nc

e 
19

98
, t

he
 s

ec
re

ta
ria

t h
as

 b
ui

lt 
a 

ne
tw

or
k 

of
 5

0 
lo

ca
lp

ar
tn

er
s 

w
ho

 
w

or
k 

di
re

ct
ly

 w
ith

 a
ro

un
d 

75
 a

ffe
ct

ed
 c

om
m

un
iti

es
 (a

pp
ro

xi
m

at
el

y
40

,0
00

 fa
m

ili
es

) t
hr

ou
gh

ou
t I

nd
on

es
ia

. 

•
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

個
人

代
表

者
と
の

協
力

関
係

も
確

立
。

Th
e 

Sa
w

it 
W

at
ch

 A
ss

oc
ia

tio
n 

se
cr

et
ar

ia
t (

15
 s

ta
ff)

 in
 B

og
or

 h
as

 a
ls

o 
bu

ilt
 u

p 
pa

rt
ne

rs
hi

ps
 w

ith
 in

di
vi

du
al

 re
pr

es
en

ta
tiv

es
 in

 In
do

ne
si

a 
as

 w
el

l a
s 

in
 E

ur
op

e.

4

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

事
実

関
係

①
In

do
ne

si
a

&
 fa

ct
s

•
土

地
面

積
19

2,
19

7,
00

0 
ha

19
2.

19
7.

00
0 

ha
 in

 la
nd

 s
iz

e

•
5つ

の
大

き
な
島

と
1万

7,
00

0に
及

ぶ
小

さ
な
島

々
5 

bi
g 

of
 1

7,
00

0 
sm

al
l i

sl
an

ds
 

•
人

口
2億

2,
20

0万
人

(2
00

4年
時

点
)

22
2 

m
ill

io
n 

po
pu

la
tio

n 
(2

00
4)

 

•
3,

00
0-

6,
00

0万
人

が
森

林
に
依

存
し
て
生

活
30

-6
0 

m
ill

io
n 

ar
e 

fo
re

st
-d

ep
en

de
nt

 p
eo

pl
es

•
約

3,
00

0万
人

は
先

住
民

族
A

pp
. 3

0 
m

ill
io

n 
ar

e 
in

di
ge

no
us

 p
eo

pl
es

22



5

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

事
実

関
係

②
In

do
ne

si
a

&
 fa

ct
s

•
現

存
す
る
熱

帯
林

の
10

%
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
あ
る

10
%

 p
er

 c
en

t o
f t

he
 re

m
ai

ni
ng

 tr
op

ic
al

 fo
re

st
s 

in
 th

e 
w

or
ld

 e
xi

st
s 

in
 In

do
ne

si
a;

•
生

物
多

様
性

-植
物

全
種

の
う
ち

10
％

が
存

在
哺

乳
類

全
種

の
う
ち

12
%

爬
虫

類
全

種
の

う
ち

16
%

鳥
類

全
種

の
う
ち

17
%

 
が

こ
の

熱
帯

林
に
存

在
す
る

Th
is

 fo
re

st
 h

os
ts

 v
as

t b
io

di
ve

rs
ity

 re
so

ur
ce

s 
w

ith
 1

0%
 o

f a
ll 

th
e 

pl
an

ts
 

sp
ec

ie
s;

 
12

%
 o

f a
ll 

th
e 

m
am

m
al

 s
pe

ci
es

; 
16

%
 o

f a
ll 

th
e 

re
pt

ile
s;

an
d 

17
%

 o
f a

ll 
bi

rd
s.

6

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
と
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
産

業
O

il 
pa

lm
 &

 p
al

m
 o

il 
in

du
st

ry
•

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
は

自
生

植
物

で
は

な
い

O
il 

pa
lm

 is
 n

on
-n

at
iv

e 
pl

an
t

•
18

48
年

、
オ
ラ
ン
ダ
植

民
地

に
よ
っ
て
西

ア
フ
リ
カ
か

ら
輸

入
さ
れ

、
4本

の
苗

木
が

ボ
ゴ
ー
ル

植
物

園
で
育

て
ら
れ

た
Im

po
rte

d 
fro

m
 W

es
t A

fri
ca

 b
y 

th
e 

D
ut

ch
 C

ol
on

ia
l i

n 
18

48
 a

nd
 4

 s
ee

dl
in

gs
 g

ro
w

n 
in

 B
og

or
 b

ot
an

ic
al

 
ga

rd
en

•
19

11
年

、
大

規
模

商
業

農
園

が
初

め
て
設

立
さ
れ

た
Fi

rs
t l

ar
ge

-s
ca

le
 a

nd
 c

om
m

er
ci

al
 p

la
nt

at
io

n 
es

ta
bl

is
he

d 
in

 1
91

1

•
30

の
グ
ル

ー
プ
が

23
の
州
で

60
0の

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農

園
子

会
社

を
管

理
30

 g
ro

up
s 

an
d 

m
an

ag
e/

co
nt

ro
l 6

00
 o

il 
pa

lm
 p

la
nt

at
io

n 
su

bs
id

ia
rie

s 
in

 2
3 

pr
ov

in
ce

s

•
72

0万
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
畑

を
管

理
C

on
tro

l 7
.2

 m
illi

on
 h

ec
ta

re
s 

pl
an

te
d 

oi
l p

al
m

•
5年

間
（
19

99
～

20
04

年
）
で
、
１
年

当
た
り
の

植
え
付

け
量

が
年

40
万

10
0ヘ

ク
タ
ー
ル

に
到

達
W

ith
in

 fi
ve

 y
ea

rs
 (1

99
9-

20
04

) a
n 

an
nu

al
 p

la
nt

in
g 

ra
te

 to
 h

av
e 

re
ac

he
d 

40
0,

10
0 

he
ct

ar
es

7

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の

性
質

8

生
産

鎖
Pr

od
uc

tio
n 

ch
ai

n

23



9

パ
ー
ム
油

と
“
土

地
買

収
”
①

Pa
lm

 o
il 

an
d 

‘la
nd

 a
cq

ui
si

tio
n’

•
三
省
で
リ
サ
ー
チ
（
ラ
ン
プ
ン
、
西
カ
リ
マ
ン
タ
ン
、
西
ス
マ
ト
ラ
）

R
es

ea
rc

h 
in

 3
 p

ro
vi

nc
es

 (L
am

pu
ng

, W
es

t K
al

im
an

ta
n 

an
d 

W
es

t S
um

at
ra

):

•
慣
習
的
な
権
利
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い

cu
st

om
ar

y 
rig

ht
s 

no
t r

ec
og

ni
se

d;

•
政
府
許
可
な
し
に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
立
さ
れ
て
い
る

pl
an

ta
tio

ns
 e

st
ab

lis
he

d 
w

ith
ou

t a
 g

ov
er

nm
en

t l
ic

en
se

;

•
情
報
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
提
供
さ
れ
て
い
な
い

in
fo

rm
at

io
n 

no
t p

ro
vi

de
d 

to
 c

om
m

un
iti

es
;

•
意
見
一
致
の
た
め
の
取
り
決
め
が
交
渉
さ
れ
て
い
な
い

co
ns

en
su

s 
ag

re
em

en
ts

 n
ot

 n
eg

ot
ia

te
d;

10

パ
ー
ム
油

と
“
土

地
買

収
”
②

Pa
lm

 o
il 

an
d 

‘la
nd

 a
cq

ui
si

tio
n’

•
慣
習
的
な
指
導
者
た
ち
は
、
強
制
的
な
販
売
を
仕
向
け
ら

れ
て
い
る

cu
st

om
ar

y 
le

ad
er

s 
m

an
ip

ul
at

ed
 in

to
 m

ak
in

g 
fo

rc
ed

 s
al

es
;

•
賠
償
金
未
払
い

co
m

pe
ns

at
io

n 
pa

ym
en

ts
 n

ot
 p

ai
d;

•
約
束
さ
れ
た
利
益
が
分
配
さ
れ
て
い
な
い

pr
om

is
ed

 b
en

ef
its

 n
ot

 p
ro

vi
de

d;

•
小
自
作
農
家
に
は
土
地
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
な
い
、
も
し

く
は
開
発
さ
れ
て
い
な
い

sm
al

lh
ol

de
rs

 la
nd

s 
no

t a
llo

ca
te

d 
or

 d
ev

el
op

ed
;

11

パ
ー
ム
油

と
“
土

地
買

収
”
③

Pa
lm

 o
il 

an
d 

‘la
nd

 a
cq

ui
si

tio
n’

•
小
自
作
農
家
が
抱
え
る
不
当
な
借
金

sm
al

lh
ol

de
rs

 e
nc

um
be

re
d 

w
ith

 u
nj

us
tif

ia
bl

e 
de

bt
s;

•
環
境
影
響
調
査
の
開
始
が
遅
す
ぎ
る

en
vi

ro
nm

en
ta

l i
m

pa
ct

 s
tu

di
es

 c
ar

rie
d 

ou
t t

oo
 la

te
;

•
土
地
は
、
規
定
期
間
内
に
開
発
さ
れ
て
い
な
い

la
nd

s 
no

t d
ev

el
op

ed
 w

ith
in

 th
e 

st
ip

ul
at

ed
 p

er
io

d;

•
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
反
抗
は
、
圧
力
と
武
力
行
使
に
よ
っ
て
押

し
つ
ぶ

さ
れ

て
い
る

co
m

m
un

ity
 re

si
st

an
ce

 c
ru

sh
ed

 th
ro

ug
h 

co
er

ci
on

 a
nd

 u
se

 o
f f

or
ce

;

•
深
刻
な
人
権
侵
害

se
rio

us
 h

um
an

 ri
gh

ts
 a

bu
se

s.
12

土
地

買
収

：
法

律
、
政

策
枠

組
み

の
問

題
点

①
La

nd
 a

cq
ui

si
tio

n:
Fl

aw
ed

 L
eg

al
 a

nd
 P

ol
ic

y 
Fr

am
ew

or
k

•
相
反
す
る
法
律

“
国
益
”
の
名
の
も
と
に
商
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
の
土
地

開
発
を
奨
励
し
て
い
る
が
、
先
住
民
族
の
権
利
は
保
障
さ

れ
て
い
な
い
。

C
on

tra
di

ct
or

y 
la

w
s,

 w
hi

ch
 fa

il 
to

 s
ec

ur
e 

in
di

ge
no

us
 ri

gh
ts

 w
hi

le
en

co
ur

ag
in

g 
la

nd
ex

pr
op

ria
tio

n
fo

r c
om

m
er

ci
al

 p
ro

je
ct

s 
in

 th
e 

‘n
at

io
na

l i
nt

er
es

t’;

•
規
制
が
な
い

慣
習
法
に
基
づ
く
集
団
的
土
地
所
有
権
の
手
続
き
が
不
明

瞭
で
あ
る
た
め

A
n 

ab
se

nc
e 

of
 re

gu
la

tio
ns

, a
s 

a 
re

su
lt 

of
 w

hi
ch

 p
ro

ce
du

re
s 

fo
r t

he
 

re
co

gn
iti

on
 o

f t
he

 c
ol

le
ct

iv
e 

la
nd

 ri
gh

ts
 o

f c
us

to
m

ar
y 

la
w

 c
om

m
un

iti
es

 a
re

 
un

cl
ea

r;
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13

土
地

買
収

：
法

律
、
政

策
枠

組
み

の
問

題
点

②
La

nd
 a

cq
ui

si
tio

n:
Fl

aw
ed

 L
eg

al
 a

nd
 P

ol
ic

y 
Fr

am
ew

or
k

•
国
土
庁
と
地
方
の
官
僚
機
構

組
織
の
能
力
が
弱
く
、
慣
習
法
の
承
認
を
難
し
く
し
て
い
る

W
ea

k 
in

st
itu

tio
na

l c
ap

ac
ity

, b
ot

h 
in

 th
e 

na
tio

na
l l

an
d 

ag
en

ci
es

 a
nd

 in
 th

e 
di

st
ric

t 
bu

re
au

cr
ac

ie
s,

 w
hi

ch
 m

ak
es

 re
co

gn
iti

on
 o

f c
us

to
m

ar
y 

rig
ht

s 
di

ffi
cu

lt;

•
ウ
ラ
ヤ
ッ
ト
の
土
地
（
地
域
の
慣
習
法
上
の
共
有
地
）
や
森

林
を
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
に
転
換
す
る
計
画
を
、
政
府
や
地
方

の
政
策
、
空
間
計
画
手
順
が
支
持

N
at

io
na

l a
nd

 re
gi

on
al

 p
ol

ic
ie

s 
an

d 
sp

at
ia

l p
la

nn
in

g 
pr

oc
es

se
s 

w
hi

ch
 fa

vo
ur

 th
e 

co
nv

er
si

on
 o

f u
la
ya
tl

an
ds

 a
nd

 fo
re

st
s 

in
to

 o
il 

pa
lm

 p
la

nt
at

io
ns

 to
 in

cr
ea

se
 n

at
io

na
l

an
d 

di
st

ric
t r

ev
en

ue
s.

14

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

労
働

者
た
ち

①
Pl

an
ta

tio
n 

W
or

ke
rs

•
年

間
、

10
0 

ha
あ
た
り

36
人

の
労

働
者

36
 w

or
ke

rs
 p

er
 1

00
 h

a 
of

 o
il 

pa
lm

 a
nn

ua
lly

•
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
：
健

康
や

安
全

の
観

点
か

ら
い
っ
て

不
適

切
Tr

ai
ni

ng
 –

in
ad

eq
ua

te
 h

ea
lth

 a
nd

 s
af

et
y 

tra
in

in
g

•
基

本
的

権
利

：
ム
シ
ム
・
マ
ス
社

で
の

大
量

解
雇

３
日

以
上

の
ス
ト
ラ
イ
キ
は

許
可

さ
れ

て
い
な
い

B
as

ic
 ri

gh
ts

 –
ca

se
 o

f P
T.

 M
us

im
M

as
m

as
si

ve
 d

is
m

is
sa

l. 
S

tri
ke

s 
m

or
e 

th
an

 th
re

e 
da

ys
 n

ot
 a

llo
w

ed

15

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

労
働

者
た
ち

②
Pl

an
ta

tio
n 

W
or

ke
rs

•
賃

金
：
地

方
に
よ
っ
て
最

低
賃

金
は

違
う
。

1日
あ
た
り
の

賃
金

よ
り
低

い
可

能
性

も
あ
る
。

出
費

は
月

ご
と
。

W
ag

es
 –

re
gi

on
al

 m
in

im
um

 w
ag

es
 v

ar
y 

an
d 

be
lo

w
 th

an
 d

ai
ly

; 
ex

pe
ns

es
 m

on
th

ly

•
児

童
労

働
：
法

的
基

準
13

～
15

歳
の

児
童

が
、
法

的
責

任
者

（
17

歳
）
の

も
と
、
農

園
で
働

く
C

hi
ld

 la
bo

ur
–

le
ga

l b
as

is
? 

13
 to

 1
5 

ye
ar

s 
ol

d 
w

or
k 

in
 p

la
nt

at
io

n 
be

lo
w

 le
ga

l p
er

so
na

l r
es

po
ns

ib
le

 (1
7 

ye
ar

s 
ol

d)
.

16

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

労
働

者
た
ち

③
Pl

an
ta

tio
n 

W
or

ke
rs

•
労

働
時

間
：
不

平
等

、
労

働
価

値
へ

の
認

識
不

足
。

未
払

い
の

超
過

勤
務

手
当

て
？

W
or

ki
ng

ho
ur

s
–

un
eq

ua
l &

 la
ck

 re
co

gn
iti

on
 w

or
ki

ng
 v

al
ue

 –
un

pa
id

 o
ve

rti
m

e?

•
農
薬
：
パ
ラ
コ
ー
ト
と
い
っ
た
危
険
な
化
学
物
質
に
対
す
る

正
確
な
情
報
の
欠
如

A
gr

oc
he

m
ic

al
s

–
la

ck
 o

f p
ro

pe
r i

nf
or

m
at

io
n 

ab
ou

t h
az

ar
do

us
 c

he
m

ic
al

s 
su

ch
 a

s 
pa

ra
qu

at

•
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
公
平
性
：
女
性
労
働
者
は
農
薬
散
布
に
よ
る

汚
染
に
生
物
学
的
に
よ
り
敏
感

G
en

de
r e

qu
ity

–
fe

m
al

e 
w

or
ke

rs
 b

io
lo

gi
ca

lly
 s

en
si

tiv
e 

ex
po

su
re

s 
sp

ra
yi

ng
 w

or
ks

 o
f 

ag
ro

ch
em

ic
al

s 
ap

pl
ic

at
io

n
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17

50
0の

紛
争

が
35

3の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

影
響

を
与

え
て
い
る

18

H
ot

sp
ot

s 
in

 o
il 

pa
lm

 p
la

nt
at

io
ns

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農

園
に
お
け
る
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト

19

H
ot

sp
ot

s 
be

tw
ee

n 
M

ay
 –

Ju
ly

 2
00

7
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト

20
07

年
5～

7月

20

泥
炭

地
の

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農

園
O

il 
Pa

lm
 P

la
nt

at
io

ns
 in

 P
ea

tla
nd
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21

泥
炭

地
の

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農

園
O

il 
Pa

lm
 P

la
nt

at
io

ns
 in

 P
ea

tla
nd
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結
論

①
C

on
cl

us
io

n 
re

m
ar

ks

•
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
は

広
範

囲
に
わ

た
る
モ
ノ
カ
ル

チ
ャ
ー

→
独

占
と
単

一
市

場
経

済
に
よ
る
需

要
独

占
→

貧
困

O
il 

pa
lm

 h
as

 b
ee

n 
pl

an
tin

g 
ex

te
ns

iv
el

y 
in

 m
on

oc
ul

tu
re

 m
an

ne
r; 

cr
ea

te
s 

m
on

op
ol

y 
an

d 
m

on
op

so
ny

of
 s

in
gl

e 
ec

on
om

ic
 s

ys
te

m
 c

re
at

es
 p

ov
er

ty
 

•
パ

ー
ム
油

は
、
世

界
最

大
規

模
で
取

引
さ
れ

る
食

用
油

•
６
０
に
も
及

ぶ
市

場
製

品
で
使

用
さ
れ

て
い
る

P
al

m
 o

il 
is

 th
e 

se
co

nd
 (f

irs
t?

) l
ar

ge
st

 g
lo

ba
lly

 tr
ad

ed
 e

di
bl

e 
oi

l w
id

el
y 

us
ed

 in
 m

or
e 

th
an

 6
0 

m
ar

ke
t p

ro
du

ct
s

23

結
論

②
C

on
cl

us
io

n 
re

m
ar

ks

•
上
手
く
利
用
で
き
る
時
：

パ
ー
ム
油
は
富
を
生
み
出
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
雇

用
を
生
み
出
す
。

D
on

e 
rig

ht
, p

al
m

 o
il 

sh
ou

ld
 g

en
er

at
e 

w
ea

lth
 a

nd
 e

m
pl

oy
m

en
t f

or
 lo

ca
l c

om
m

un
iti

es
.

•
上
手
く
利
用
で
き
な
い
時
：

パ
ー
ム
油
の
土
地
は
、
土
地
疎
外
、
生
活
基
盤
の
喪
失
、

社
会
的
対
立
、
労
働
搾
取
、
生
態
系
の
荒
廃
を
招
き
か
ね

な
い
。

D
on

e 
w

ro
ng

, o
il 

pa
lm

 e
st

at
es

 c
an

 le
ad

 to
 la

nd
 a

lie
na

tio
n,

 lo
ss

 o
f l

iv
el

ih
oo

ds
, s

oc
ia

l 
co

nf
lic

ts
, e

xp
lo

ita
tiv

e 
la

bo
ur

re
la

tio
ns

 a
nd

 d
eg

ra
de

d 
ec

os
ys

te
m

s.
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“持
続

可
能

な
パ

ー
ム
油

”
実

現
の

た
め
の

9カ
条

‘S
PO

’i
s 

Im
po

ss
ib

le
 w

ith
ou

t …

1.
批

准
さ
れ

た
国

際
法

の
尊

重
R

es
pe

ct
 fo

r r
at

ifi
ed

 in
te

rn
at

io
na

l l
aw

s

2.
慣

習
上

の
権

利
の

尊
重

R
es

pe
ct

 fo
r c

us
to

m
ar

y 
rig

ht
s

3.
「
自

由
意

志
に
基

づ
く
、
事

前
の

、
情

報
を
十

分
提

供
さ
れ

た
上

で
の

」
同

意
の

遵
守

A
dh

er
en

ce
 to

 th
e 

pr
in

ci
pl

es
 o

f f
re

e,
 p

rio
r a

nd
 in

fo
rm

ed
 c

on
se

nt

4.
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農

園
開

発
で
の

暴
力

の
禁

止
N

o 
vi

ol
en

ce
 in

 o
il 

pa
lm

 p
la

nt
at

io
n 

de
ve

lo
pm

en
t

5.
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の

植
え
付

け
、
再

植
え
付

け
時

に
土

地
を
燃

や
さ
な
い
こ
と

N
o 

bu
rn

in
g 

in
 o

il 
pa

lm
 p

la
nt

in
g 

an
d 

re
pl

an
tin

g
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“持
続

可
能

な
パ

ー
ム
油

”
実

現
の

た
め
の

9か
条

‘S
PO

’i
s 

Im
po

ss
ib

le
 w

ith
ou

t …

6.
原
生
林
や
そ
の
他
重
要
な
生
態
系
を
変
え
な
い

N
o 

co
nv

er
si

on
 o

f p
rim

ar
y 

fo
re

st
s 

an
d 

ot
he

r h
ig

h 
va

lu
e 

ec
os

ys
te

m
s

7.
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
た
め
に
、
土
地
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

よ
っ
て
合
法
的
に
争
わ
れ
た
場
合
は
、
認
証
を
与
え
な
い

N
o 

ce
rti

fic
at

es
 w

he
re

 fo
r o

il 
pa

lm
 w

he
re

 la
nd

 is
 le

gi
tim

at
el

y 
co

nt
es

te
d 

by
 lo

ca
l 

co
m

m
un

iti
es

8.
   
労
働
者
の
権
利
の
尊
重

R
es

pe
ct

 fo
r w

or
ke

rs
’r

ig
ht

s 

9.
   
ジ
ェ
ン
ダ
ー
公
平
性
の
尊
重

R
es

pe
ct

 fo
r g

en
de

r e
qu

ity
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““
正

義
の

な
い
開

発
は

開
発

正
義

の
な
い
開

発
は

開
発

で
は

な
い
。
搾

取
で
あ
る
。

で
は

な
い
。
搾

取
で
あ
る
。
””

‘‘ D
ev

el
op

m
en

t w
ith

ou
t j

us
tic

e 
is

 n
ot

 
D

ev
el

op
m

en
t w

ith
ou

t j
us

tic
e 

is
 n

ot
 

de
ve

lo
pm

en
t, 

it 
is

 e
xp

lo
ita

tio
n

de
ve

lo
pm

en
t, 

it 
is

 e
xp

lo
ita

tio
n ’’

人
々

か
パ

ー
ム
か

??
?

Ei
th

er
 P

eo
pl

e 
or

 P
al

m
??

?
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ご
清

聴
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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